
「
元
三
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
下
）

諸
　
田
　
龍
　
美

二三四

【
凡
例
】

］
兀
微
之
崔
墨
客
商
調
蝶
恋
花
詞
」
本
文
の
底
本
に
は
、
現
在
も
っ
と
も
流
布
し
、
か
つ
詳
細
な
校
勘
も
な
さ
れ
て
い
る
『
唐
宋
史

料
筆
記
叢
刊
』
（
孔
凡
礼
点
校
、
中
華
書
局
・
二
〇
〇
二
年
）
所
収
本
を
用
い
た
。

底
本
は
、
付
載
さ
れ
た
孔
豊
富
氏
の
「
点
燈
説
明
」
に
よ
れ
ば
、
①
清
・
雨
雲
博
の
『
知
不
足
斎
叢
書
』
所
収
本
を
基
礎
と
し
、
②

芸
善
書
院
本
、
③
『
稗
海
』
本
、
④
明
・
贅
真
書
院
本
、
⑤
清
・
『
四
庫
全
書
』
文
淵
閣
影
印
本
、
⑥
耳
介
湘
『
応
募
墨
書
題
記
』

巻
七
「
盧
抱
経
校
旧
紗
本
侯
鯖
三
蹟
」
所
引
の
清
・
立
文
招
所
蔵
写
本
、
⑦
『
永
楽
大
典
』
巻
二
七
四
二
、
⑧
滴
券
和
本
『
説
郭
』

巻
三
九
に
よ
っ
て
校
勘
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
あ
げ
た
諸
本
の
他
に
、
⑨
『
叢
書
集
成
初
編
』
文
学
類
、
⑩
「
筆
記
小
説
大
観
』
、
⑪
『
全
忌
詞
』
に
も
本
文
を
収
め
る
が
、

こ
れ
ら
①
～
⑪
の
諸
本
に
よ
っ
て
底
本
の
文
字
を
改
め
た
場
合
に
は
、
逐
一
こ
れ
を
注
記
し
た
。
但
し
、
②
④
⑥
⑧
の
諸
本
に
つ
い

て
は
、
訳
注
者
は
直
接
こ
れ
を
見
て
い
な
い
。
ま
た
、
⑫
上
越
『
茶
香
室
叢
砂
』
巻
十
七
収
録
本
も
参
照
し
た
が
、
該
本
は
【
散
文
】

箇
所
を
省
略
し
て
い
る
。

底
本
は
、
「
晦
日
」
と
し
て
、
当
該
詞
が
対
象
と
し
た
『
鴬
唇
伝
』
の
本
文
を
付
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
趙
令
時
の
原
作
を
踏
襲
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



五六七八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

る
形
式
で
は
あ
る
が
、
『
鴬
唇
伝
』
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
．
る
た
め
煩
を
避
け
て
省
略
し
、
（
趙
氏
の
引
く
）
冒
頭
と
末
尾
の

句
を
提
示
し
て
、
該
当
す
る
本
文
の
範
囲
を
示
す
に
と
ど
め
た
。

原
作
の
詞
に
は
、
四
の
『
鴬
鴬
伝
』
本
文
に
続
け
て
「
一
抹
歌
伴
、
日
和
前
聲
（
歌
伴
を
奉
労
し
、
再
び
前
声
に
和
せ
）
」
と
い
う

指
示
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
伴
奏
者
に
演
奏
し
て
も
ら
い
、
再
び
前
の
曲
調
（
商
調
）
に
合
わ
せ
て
（
歌
う
よ
う
に
）
」
と

の
指
示
か
と
思
わ
れ
る
が
、
白
文
を
示
す
の
み
に
と
ど
め
た
。

訳
文
は
平
明
を
旨
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
原
文
に
は
な
く
て
も
、
必
要
な
場
合
に
は
（
）
を
付
し
て
意
味
を
補
っ
た
。

前
立
「
『
元
微
雨
崔
掛
帯
商
調
弓
懸
花
詞
』
訳
注
（
上
ご
は
、
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
　
人
文
学
科
編
』
第
十
七
号
（
平
成
十

六
年
九
月
）
に
掲
載
し
た
。
該
作
の
【
解
題
】
は
詩
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
訳
注
は
、
二
〇
〇
三
年
十
月
～
二
〇
〇
四
年
一
月
に
行
わ
れ
た
愛
媛
大
学
大
学
院
で
の
演
習
資
料
を
基
に
、
新
た
に
諸
田
が
浄
書

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
演
習
に
は
次
の
学
生
諸
君
が
参
加
し
た
。

　
　
　
　
浅
川
美
香
　
　
　
倉
本
　
亮
　
　
　
仙
波
京
子
　
　
　
筒
井
智
美
　
　
　
丸
尾
の
り
子

【
⑦
】
（
『
鴬
鴬
伝
』
の
「
是
後
、
又
十
絵
日
」
か
ら
「
張
生
遂
西
」
ま
で
）
廃
井
歌
島
、
官
爵
前
索
。

　
一
夢
行
雲
導
出
阻
。
壷
把
深
誠
、
綴
三
新
詩
句
。
幸
有
青
鷺
堪
思
付
、
互
有
從
此
面
虚
度
。
熱
意
相
懸
朝
又
暮
。

安
路
。
最
是
動
人
愁
怨
虞
。
旧
情
盈
抱
終
無
語
。

一
夢
の
行
雲

事
蓬
髪
鞭
、
暫
指
長

ま
し
ば
　
は
ば
　

こ
と
こ
と
　
　
と
　
　
　
　
つ
づ
な
　
　
　
　
　
　
　
た

診
た
暫
ら
く
阻
ま
れ
、
尽
く
深
誠
を
攣
り
て
、
新
詩
句
を
綴
り
識
す
。
幸
ひ
に
青
鷺
の
密
付
す
る
に
堪
へ
た
る
有
り
、



　
　
　
　
よ
　
　
む
な
　
　
　
　
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ

良
宵
此
れ
従
り
虚
し
く
穿
る
無
し
。
両
意
　
相
歓
ぶ
　
朝
露
た
暮
。

　
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
む
ね
　
　
み
　
　
　
　
つ
い

か
す
は
愁
怨
の
処
、
離
情
抱
に
盈
ち
て
終
に
語
る
無
し
。

ろ
う
べ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん
せ
ん

郎
鞭
の
、
暫
ら
く
長
安
の
路
を
指
す
を
争
奈
。

最
も
熱
れ
人
を
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
よ

　
【
通
釈
】
（
鴬
鴬
と
の
）
〕
夜
の
夢
の
よ
う
な
契
り
は
、
ま
た
し
ば
ら
く
拒
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
（
張
生
は
）
深
い
恋
の
ま
こ
こ
ろ

を
あ
ま
さ
ず
取
り
あ
げ
て
、
新
し
い
愛
の
詩
を
書
き
綴
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
こ
っ
そ
り
と
そ
の
詩
を
託
せ
る
青
い
鳥
・
紅
娘
が
い
て
く

れ
た
の
で
、
こ
れ
以
後
は
素
晴
ら
し
い
夜
を
、
独
り
む
な
し
く
過
ご
す
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
二
人
の
気
持
ち
は
相
思
相
愛
、
明
け
て
も

暮
れ
て
も
（
愛
の
歓
び
に
満
た
さ
れ
て
い
た
）
。
（
し
か
し
）
ま
ま
な
ら
ぬ
は
仕
官
の
み
ち
、
愛
し
い
あ
の
人
（
張
生
）
が
馬
に
悉
く
れ
長

安
へ
と
し
ば
ら
く
旅
立
つ
の
を
ど
う
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
最
も
（
心
配
の
）
心
を
動
か
し
た
の
は
別
れ
を
怨
み
愁
い
に
沈
ん
だ
彼

女
の
姿
、
別
れ
の
辛
さ
が
胸
に
満
ち
て
、
最
後
ま
で
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　
【
語
釈
】

2
夢
行
雲
〕
…
夢
の
よ
う
な
一
夜
の
契
り
。
楚
の
懐
王
が
昼
寝
の
夢
の
中
で
巫
山
の
悪
女
と
契
っ
た
故
事
に
拠
る
。
『
文
選
」
巻
一
九
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し
　
　
　
　
か
つ

　
　
薬
玉
の
「
高
唐
の
賦
」
の
序
に
「
昔
者
先
王
嘗
て
高
唐
に
遊
び
、
怠
り
て
昼
寝
し
、
夢
に
一
婦
人
を
見
る
。
曰
く
、
妾
は
巫
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す

　
　
女
な
り
。
高
唐
の
客
と
為
る
。
聞
く
君
高
曇
に
遊
ぶ
と
。
願
は
く
は
枕
席
を
薦
め
ん
、
と
。
王
因
っ
て
之
を
幸
す
。
去
る
と
き
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
み
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
た
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
し
て
曰
く
、
妾
は
巫
山
の
陽
、
高
丘
の
阻
に
在
り
。
旦
に
は
朝
雲
と
為
り
、
暮
に
は
行
雨
と
為
り
て
、
朝
朝
暮
暮
、
陽
台
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
に
あ
り
、
と
」
と
。
ま
た
、
『
鴬
鴬
伝
』
に
h
（
初
め
て
鴬
鴬
と
結
ば
れ
た
翌
朝
）
張
生
色
を
緋
じ
て
興
き
、
自
ら
疑
っ
て
曰
く
、

　
　
　
　
　
　
へ

　
　
山
豆
に
其
れ
夢
な
ら
ん
か
、
と
」
と
。

〔
青
鷺
〕
…
青
鳥
の
こ
と
。
西
王
母
の
た
め
に
食
を
取
っ
た
と
い
う
三
本
足
の
烏
。
便
り
を
も
た
ら
す
使
者
を
い
う
。
こ
こ
で
は
紅
娘
の

　
「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
た
ま

　
　
　
こ
と
。
【
③
】
の
【
語
釈
】
を
参
照
。
『
鴬
野
伝
』
に
「
張
生
会
真
詩
三
十
韻
を
賦
し
、
未
だ
畢
ら
ざ
る
に
、
愛
娘
適
≧
至
る
。
因
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く

　
　
　
て
之
に
授
け
崔
氏
に
胎
る
」
と
。

〔
密
付
〕
…
ひ
そ
か
に
託
す
。
こ
っ
そ
り
た
の
む
。

〔
良
宵
従
此
無
虚
度
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
（
鴬
鴬
は
）
是
よ
り
復
た
之
（
張
生
）
を
容
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
　
　
　
さ
き

〔
配
意
相
歓
朝
又
暮
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
（
張
生
は
）
朝
に
隠
れ
て
（
鴬
鴬
の
所
を
）
出
で
、
暮
に
隠
れ
て
入
り
、
同
に
嚢
の
所
謂
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
　
ほ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
み

　
　
　
廟
に
安
ん
ず
る
者
、
幾
ん
ど
一
月
な
り
」
と
。
『
文
選
』
巻
十
九
、
呑
玉
の
「
高
唐
の
賦
」
の
序
に
「
妾
は
巫
山
の
陽
、
高
丘
の

　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
阻
に
在
り
。
’
旦
に
は
朝
雲
と
為
り
、
暮
に
は
行
雨
と
為
り
て
、
朝
朝
暮
暮
、
陽
台
の
下
に
あ
り
、
と
」
と
。
白
居
易
の
「
長
恨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り

　
　
　
歌
」
に
「
蜀
江
水
は
碧
に
し
て
蜀
山
は
青
く
、
聖
主
朝
朝
暮
暮
の
情
」
と
。

〔
争
奈
〕
…
い
か
ん
せ
ん
。
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

〔
動
人
歩
怨
処
〕
…
「
勝
人
」
は
、
人
を
感
動
さ
せ
る
。
「
愁
怨
」
は
、
う
れ
え
う
ら
む
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
何
ば
く
も
無
く
、
張
生
将
に

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
か
た
ち
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
長
安
に
之
か
ん
と
し
、
先
づ
情
を
以
て
之
を
諭
す
。
昏
々
宛
と
し
て
難
曲
無
し
。
然
れ
ど
も
愁
怨
の
容
は
人
を
動
か
せ
り
」
と
。

〔
盈
抱
〕
…
胸
に
満
ち
る
。
「
抱
」
は
、
ふ
と
こ
ろ
。
胸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ

〔
終
無
事
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
畜
生
将
に
長
安
に
之
か
ん
と
し
、
…
…
皆
々
宛
と
し
て
難
詞
無
し
。
…
…
将
に
行
か
ん
と
す
る
の
再
夕
、

　
　
　
復
た
見
る
可
か
ら
ず
」
と
。

【
⑧
】
（
『
旧
註
伝
』
の
「
不
藪
月
、
張
生
葉
二
王
蒲
」
か
ら
「
趣
蹄
鄭
所
、
遂
不
復
至
」
ま
で
）
奉
劣
歌
伴
、
再
三
前
聲
。

　
碧
沼
鴛
鳶
交
頸
舞
。
正
任
心
讐
棲
、
又
遣
分
飛
去
。
洒
翰
贈
言
終
航
許
。
援
琴
続
審
奴
衷
素
。
曲
未
成
聲
先
帝
慕
。
忍
涙
凝
情
、
強
作
寛

裳
序
。
弾
到
離
愁
凄
咽
威
。
絃
腸
倶
噺
梨
花
雨
。



　
へ
き
し
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
く
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
ふ
で
　
　
そ
そ

　
碧
沼
の
鴛
鴛
　
頸
を
交
へ
て
舞
ふ
。
正
に
博
く
双
棲
す
る
に
、
又
た
分
飛
し
て
去
ら
遣
む
。
翰
を
洒
ぎ
言
を
贈
る
も
終
に
許
さ
ざ
り

　
　
　
き
ん
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
　
ち
ゅ
う
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
げ
い
し
ょ
う

し
に
、
琴
を
援
り
請
ひ
尽
く
す
奴
の
衷
素
。
曲
未
だ
声
を
成
さ
ざ
る
に
先
ず
怨
吊
す
。
涙
を
忍
び
情
を
凝
ら
し
て
、
強
ひ
て
寛
裳
の
序

　
な
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
え
ん
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

を
作
す
。
弾
き
て
離
愁
凄
咽
の
処
へ
到
れ
ば
、
絃
腸
倶
に
断
ゆ
　
梨
花
の
雨
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
ど
り
　
　
く
び
　
　
　
　
　
　
　
む
つ

　
【
通
釈
】
み
ど
り
の
沼
の
鴛
鳶
が
頸
を
交
え
て
睦
み
合
う
、
正
に
そ
の
よ
う
に
し
て
二
人
は
（
再
び
）
共
に
暮
ら
し
て
い
た
も
の
を
、

ま
た
（
科
挙
の
受
験
が
）
離
れ
離
れ
に
飛
び
去
ら
せ
、
二
人
は
離
別
す
る
こ
と
に
。
筆
を
と
り
言
葉
を
さ
さ
げ
て
願
っ
て
も
最
後
ま
で
拒

み
続
け
た
鴬
鴬
が
、
（
別
れ
に
臨
ん
で
）
琴
を
と
り
、
（
演
奏
し
つ
つ
）
何
も
か
も
（
笹
生
に
）
願
い
出
た
そ
の
真
情
。
曲
が
ま
だ
し
っ
か

り
と
は
始
ま
ら
ぬ
う
ち
か
ら
、
真
っ
先
に
（
張
生
を
）
怨
み
つ
つ
も
慕
う
気
持
ち
が
盗
れ
出
る
。
涙
を
こ
ら
え
気
持
ち
を
抑
え
て
無
理
矢

理
に
寛
裳
羽
衣
の
序
を
演
奏
し
た
が
、
曲
を
奏
で
て
離
別
を
愁
い
悲
し
み
咽
ぶ
箇
所
ま
で
来
る
と
、
（
鴬
鴬
は
）
悲
嘆
極
ま
り
涙
に
暮
れ

て
琴
の
音
も
絶
え
て
し
ま
っ
た
が
、
（
そ
の
姿
は
ま
る
で
）
白
い
梨
の
花
が
雨
を
帯
び
て
い
る
か
に
美
し
い
。

　
【
語
釈
】

〔
鴛
鳶
交
頸
舞
〕
…
「
鴛
驚
」
は
、
お
し
ど
り
。
雌
雄
の
仲
睦
ま
じ
く
、
樹
上
に
お
い
て
朝
夕
頸
を
交
え
て
親
し
み
合
う
と
さ
れ
た
。
夫

　
　
婦
や
男
女
の
仲
が
睦
ま
じ
い
喩
え
。
例
え
ば
、
唐
・
李
景
亮
「
李
下
武
伝
』
に
、
美
人
と
の
別
れ
に
臨
ん
で
「
章
武
は
交
頸
鴛
鴛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
綺
一
端
を
留
め
、
伍
っ
て
詩
を
贈
り
て
曰
く
、
鴛
喬
綺
、
知
ん
ぬ
、
結
ぶ
こ
と
幾
千
綿
ぞ
。
別
後
交
頸
を
尋
む
れ
ば
、
応
に
未
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
別
れ
ざ
り
し
時
を
傷
む
べ
し
」
と
。
『
急
襲
伝
』
の
「
続
彗
星
詩
」
に
「
白
鷺
頸
を
交
へ
て
舞
ひ
、
窮
翠
歓
を
合
せ
て
籠
る
」
と
。

〔
双
棲
〕
…
雌
雄
が
共
に
棲
む
。
夫
婦
男
女
が
睦
ま
じ
く
同
居
し
て
離
れ
な
い
喩
え
。
同
棲
。
例
え
ば
魏
・
曹
植
の
「
種
芋
篇
」
に
「
下

　
　
　
　
　
　
　
　
け
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り

　
　
に
頸
を
交
ふ
る
獣
有
り
、
仰
ぎ
て
双
び
棲
む
禽
を
見
る
」
と
。

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
下
）

九
九



○
○

〔
分
飛
〕
…
離
別
す
る
。
（
東
西
に
）
分
か
れ
分
か
れ
に
な
る
。
『
芸
文
類
聚
』
巻
四
三
「
歌
」
に
引
く
「
古
東
飛
伯
労
歌
」
に
「
東
飛
の

　
　
は
く
ろ
う
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
こ
う
こ

　
　
伯
労
　
西
町
の
燕
、
黄
姑
織
女
　
時
に
相
見
る
」
と
あ
る
に
も
と
つ
く
。
「
伯
労
」
は
、
も
ず
。
「
黄
熱
」
は
、
牽
牛
星
。
『
鴬
鴬

　
　
伝
』
に
「
張
生
俄
か
に
文
を
以
て
画
せ
ら
る
。
期
に
及
ん
で
、
又
た
当
に
西
に
去
る
べ
し
」
と
。

〔
洒
翰
贈
言
終
不
許
〕
…
「
重
畳
」
は
、
筆
を
揮
っ
て
字
を
書
く
。
「
洒
」
は
、
そ
そ
ぐ
。
「
翰
」
は
、
ふ
で
。
「
麗
翰
」
に
同
じ
。
『
鴬
鴬

　
　
伝
』
に
「
崔
氏
…
…
善
く
文
を
属
す
。
（
張
生
）
求
呈
す
る
こ
と
再
三
な
れ
ど
も
、
終
に
見
る
可
か
ら
ず
。
往
往
張
生
自
ら
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
ん

　
　
以
て
挑
む
も
、
亦
た
甚
だ
し
く
は
（
張
の
文
章
を
）
観
覧
せ
ず
。
…
…
張
を
待
つ
の
意
甚
だ
厚
け
れ
ど
も
、
然
れ
ど
も
未
だ
嘗
て

　
　
詞
を
以
て
之
に
継
が
ず
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
ひ
と
　
り

〔
奴
〕
…
女
性
の
自
称
。
こ
こ
で
は
、
鴬
鴬
を
指
す
。
例
え
ば
、
金
・
董
解
元
『
西
嶺
記
諸
県
調
』
巻
二
に
「
若
し
奴
一
箇
を
惜
し
め

　
　
ば
、
大
禍
三
条
有
ら
ん
」
と
。

〔
衷
素
〕
…
心
の
内
の
真
情
。
例
え
ば
、
『
全
霊
五
代
詞
』
巻
四
、
自
製
・
自
爆
の
「
菩
薩
蛮
」
詞
・
其
の
三
に
「
雨
と
雲
と
は
素
引
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん

　
　
深
く
、
未
だ
衷
素
を
譜
ふ
る
に
便
な
ら
ず
」
と
。
『
鴬
鴬
伝
』
の
崔
氏
の
科
白
に
「
無
常
に
我
善
く
琴
を
鼓
す
と
謂
ふ
。
…
…
今

　
　
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
つ
く

　
　
且
に
往
か
ん
と
す
、
君
に
此
の
誠
を
既
さ
ん
」
と
。

〔
曲
未
成
声
先
怨
慕
〕
…
「
暴
馬
」
は
、
逢
え
な
い
こ
と
を
怨
み
な
が
ら
も
相
手
を
慕
う
気
持
ち
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
（
崔
氏
は
）
往
往
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
　
句
を
沈
吟
し
、
怨
託
す
る
者
之
を
久
し
く
す
」
と
。
ま
た
、
当
該
場
面
に
「
因
っ
て
命
じ
て
琴
を
払
ひ
、
門
下
羽
衣
の
序
を
鼓
す
。

　
　
数
声
な
ら
ざ
る
に
、
哀
音
怨
乱
、
復
た
其
の
是
の
曲
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

〔
寛
裳
序
〕
…
「
寛
裳
」
は
、
「
寛
喜
羽
衣
曲
」
の
こ
と
。
玄
宗
皇
帝
が
愛
好
し
た
こ
と
で
有
名
な
盛
唐
の
英
華
を
象
徴
す
る
舞
曲
。
「
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
こ
　
　
　
　
　
　
ど
よ
も

　
　
謡
歌
」
に
「
漁
陽
の
単
位
　
地
を
汚
し
て
来
り
、
県
南
す
電
裳
羽
衣
の
曲
」
と
。
こ
の
舞
曲
は
「
散
序
」
「
中
尊
」
「
破
」
の
三
部

　
　
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
こ
に
い
う
「
序
」
と
は
「
散
序
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
白
居
易
の
「
電
停
羽
衣
歌
」
に
「
雷
序
　
六
奏



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
う

　
　
未
だ
衣
を
動
か
さ
ず
、
陽
台
の
宿
雲
　
傭
く
し
て
飛
ば
ず
」
と
。
し
か
し
、
該
詞
に
い
う
「
離
愁
正
身
の
処
」
が
、
や
は
り
こ
の

　
　
　
「
散
序
」
の
一
部
を
指
す
の
か
は
不
明
。
こ
の
舞
曲
は
元
来
、
宮
中
で
大
規
模
に
演
舞
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
唐
以
降
は
、

　
　
士
大
夫
が
私
的
な
宴
席
の
場
な
ど
で
妓
女
ら
に
演
奏
さ
せ
る
こ
と
が
増
え
、
そ
の
過
程
で
演
奏
形
式
も
簡
略
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ

　
　
る
。
詳
し
く
は
、
村
上
哲
見
「
元
三
羽
衣
曲
考
」
『
宋
詞
研
究
　
唐
五
代
北
重
油
』
（
一
九
七
六
年
・
捻
文
社
）
を
参
照
。
『
鴬
鴬

　
　
伝
』
に
「
因
っ
て
命
じ
て
琴
を
払
ひ
、
寛
裳
羽
衣
の
序
を
鼓
す
」
と
。

〔
三
井
離
愁
凄
咽
処
〕
…
「
凄
咽
」
は
、
悲
し
く
鳴
咽
す
る
よ
う
な
音
声
の
形
容
。
関
連
箇
所
と
し
て
、
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
（
崔
氏
）
異
時

　
　
　
　
よ
る
　
　
　
　
　
　
と

　
　
独
り
夜
琴
を
操
り
、
漁
礁
半
側
す
」
と
。
該
詞
で
は
、
「
尊
墨
羽
衣
の
序
」
そ
の
も
の
に
「
離
愁
凄
咽
の
処
」
が
あ
り
、
そ
こ
ま

　
　
で
「
弾
き
到
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
『
鴬
馬
身
』
は
「
数
声
な
ら
ざ
る
に
、
哀
音
怨
乱
、
復
た
其
の
是
の
曲
な
る
を
知
ら
ざ

　
　
る
な
り
」
と
表
現
し
て
お
り
、
微
妙
な
差
異
を
見
せ
る
。

〔
葉
越
倶
断
〕
…
「
断
腸
」
は
、
腸
が
断
ち
切
れ
る
ほ
ど
の
想
い
。
極
度
の
悲
し
み
や
思
慕
の
情
を
い
う
。
『
世
説
新
語
』
鼎
免
篇
の
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
な

　
　
事
に
も
と
つ
く
。
ま
た
、
李
白
の
「
清
平
調
詞
」
其
の
二
に
「
一
枝
の
紅
艶
　
露
　
香
を
凝
ら
す
、
雲
雨
巫
山
　
新
し
く
断
腸
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ん
か
ん

〔
梨
花
雨
〕
…
美
人
が
涙
を
流
し
て
い
る
形
容
。
「
長
恨
歌
」
に
仙
界
の
楊
貴
船
が
涙
を
流
す
さ
ま
を
「
玉
容
寂
篁
と
し
て
涙
閾
干
、
梨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
は
し

　
　
花
一
枝
春
雨
を
帯
ぶ
」
と
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
崔
も
亦
た
遽
に
之
を
止
め
て
琴
を
投
ず
。
泣
下
り
て
流
連
、
趨
り
て
鄭
の
所
に
帰

　
　
り
、
遂
に
復
た
至
ら
ず
」
と
。

【
⑨
】
（
『
鴬
鴬
伝
』
の
「
詰
旦
、
張
生
遂
行
」
か
ら
「
情
不
能
申
、
千
萬
珍
重
」
ま
で
）
奉
螢
歌
伴
、
再
史
前
聲
。

　
別
後
相
思
番
目
齪
。
不
謂
息
音
、
忽
寄
南
來
鷹
。
筆
墨
花
三
和
涙
巻
、
細
書
方
寸
教
伊
里
。
猫
三
見
至
聖
計
遣
。

常
見
。
幽
會
未
終
魂
已
断
。
半
弓
如
媛
人
猶
遠
。

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
下
）

夢
裏
依
稀
、
暫
若
尋

〇
一



〇
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え

　
別
後
　
相
ひ
思
ふ
て
叢
叢
掌
る
。
謂
は
ざ
り
き
　
足
音
、
忽
ち
直
来
の
鷹
に
寄
せ
ん
と
は
。
却
っ
て
花
信
に
写
し
て
涙
に
和
し
て
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ
　
い
は
ら
い
き
あ

き
、
方
寸
を
細
書
し
て
伊
を
し
て
看
し
む
。
独
り
良
品
に
條
ね
て
は
遣
す
に
計
無
く
、
夢
裏
　
依
稀
と
し
て
、
暫
ら
く
尋
常
に
見
ふ
が
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
き
ん
　
あ
た
た

し
。
幽
会
未
だ
終
ら
ざ
る
に
　
魂
已
に
言
え
、
半
裳
は
媛
か
な
る
が
如
き
も
　
人
は
猶
ほ
遠
し
。

　
【
通
釈
】
別
れ
て
以
後
の
鴬
鴬
は
、
張
生
を
恋
い
慕
っ
て
心
を
乱
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
。
（
そ
こ
へ
）
思
い
が
け
ず
も
南
方
長
安

　
　
　
　
　
　
　
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
た

の
方
角
か
ら
飛
び
来
っ
た
鷹
に
こ
と
づ
け
て
突
然
門
生
が
手
紙
を
寄
越
そ
う
と
は
。
逆
に
彼
女
は
美
し
い
便
箋
に
認
め
て
返
書
と
し
涙
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け

共
に
封
を
し
て
、
思
い
の
丈
を
委
細
詳
し
く
書
き
綴
り
、
（
都
の
）
彼
に
読
ま
せ
た
の
だ
。
（
そ
の
手
紙
に
は
）
「
あ
れ
か
ら
良
夜
に
独
り

　
　
　
　
も
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ

寝
て
胸
の
悶
え
を
晴
ら
す
術
も
な
く
、
夢
の
中
で
は
ま
ざ
ま
ざ
と
、
あ
な
た
と
昔
さ
な
が
ら
に
し
ば
ら
く
お
会
い
し
て
い
て
も
、
夢
で
の

お
う
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
え

逢
瀬
が
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
悲
し
み
極
ま
っ
て
夢
は
覚
め
、
ふ
と
ん
の
片
方
は
暖
か
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
て
も
、
や
は
り
あ
な
た
は
遠
い

都
に
離
れ
て
お
い
で
な
の
で
す
」
と
。

　
【
語
釈
】

〔
別
後
相
思
盲
目
乱
〕
…
「
相
思
」
は
、
恋
い
慕
う
。
「
心
目
」
は
、
内
心
。
心
の
中
。
『
鴬
鴬
伝
』
で
は
、
張
生
と
別
れ
た
後
の
、
自
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
か
　
　
　
も
と

　
　
の
様
子
を
し
た
た
め
た
鴬
鴬
の
手
紙
に
「
去
秋
よ
り
已
来
、
常
に
忽
忽
と
し
て
失
ふ
所
有
る
が
如
し
。
誼
諦
の
下
に
於
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
或
い
は
勉
め
て
語
笑
を
為
す
も
、
聞
宵
自
ら
狩
り
て
は
、
涙
零
ち
ざ
る
は
無
し
」
と
。

〔
不
惑
芳
音
、
忽
寄
南
来
年
〕
…
「
主
音
」
は
、
立
派
な
詞
章
。
都
の
張
生
が
鴬
鴬
に
出
し
た
手
紙
を
指
す
。
「
鴉
」
は
、
次
の
故
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ぜ
ん
う

　
　
よ
っ
て
手
紙
を
は
こ
ぶ
使
者
と
さ
れ
た
。
『
漢
書
』
巻
五
四
、
蘇
武
伝
に
「
（
漢
の
）
使
者
を
慌
て
単
子
に
謂
ひ
て
、
天
子
上
林
中

　
　
に
射
す
る
に
、
雁
を
得
、
足
に
下
書
の
係
る
有
り
て
、
（
蘇
）
武
等
某
沢
の
中
に
在
り
と
言
う
、
と
言
は
し
む
」
と
。
『
鴬
鴬
伝
』



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く

　
　
に
「
明
年
文
戦
勝
た
ず
、
張
遂
に
京
に
止
ま
り
、
因
っ
て
書
を
崔
に
湿
り
、
以
て
其
の
意
を
広
く
す
」
と
。

〔
却
写
花
徳
和
仁
徳
、
細
書
方
寸
教
伊
看
〕
…
「
花
箋
」
は
、
模
様
入
り
の
美
し
い
便
箋
。
「
方
寸
」
は
、
心
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
心

　
　
情
。
お
も
い
。
「
伊
」
は
、
三
人
称
の
指
示
語
。
か
れ
。
『
鴬
寺
泊
』
は
単
に
「
崔
氏
聾
し
て
之
に
報
ず
」
と
し
、
鴬
鴬
の
手
紙
を

　
　
載
せ
る
。

〔
独
寡
五
雲
無
盤
景
〕
…
「
遣
」
は
、
気
持
ち
を
は
ら
す
。
『
三
位
伝
』
に
「
問
鳶
口
ら
処
り
て
は
、
書
置
ち
ざ
る
は
無
し
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
び

〔
夢
裏
依
稀
、
暫
若
尋
常
見
〕
…
「
依
稀
」
は
、
さ
な
が
ら
。
あ
た
か
も
。
「
尋
常
」
は
、
平
常
。
普
通
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
乃
ち
夢
緑
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゅ
う
び
ゅ
う
け
ん
け
ん

　
　
間
に
至
る
も
、
亦
た
感
咽
離
憂
の
思
ひ
多
く
、
綱
纏
縫
絡
、
暫
く
尋
常
の
若
し
」
と
。

〔
幽
会
誌
終
魂
已
断
〕
…
「
幽
会
」
は
、
ふ
つ
う
「
男
女
の
密
会
」
を
い
う
が
、
こ
こ
は
「
夢
の
中
で
の
逢
瀬
」
の
意
。
「
魂
断
」
は
、
「
断

　
　
魂
」
に
同
じ
く
、
極
度
の
悲
し
み
の
表
現
。
同
時
に
、
夢
の
中
で
の
魂
に
よ
る
再
会
が
途
絶
え
た
こ
と
を
い
う
。
『
牽
牛
伝
』
に

　
　
　
「
幽
会
未
だ
終
ら
ざ
る
に
、
驚
魂
已
に
断
ゆ
」
と
。

〔
半
裏
如
属
人
猶
遠
〕
…
「
裳
」
は
、
掛
け
ぶ
と
ん
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
半
農
暖
か
な
る
が
如
し
と
錐
も
、
之
（
垂
範
）
を
思
へ
ば
甚
だ

　
　
遙
か
な
り
」
と
。

【
⑩
】
（
『
鴬
鴬
伝
』
の
「
玉
環
一
枚
」
か
ら
「
母
以
鄙
爲
二
念
也
」
ま
で
）
奉
勢
歌
伴
、
直
和
前
盛
。

　
尺
素
重
重
封
錦
字
。
未
蓋
幽
閨
、
別
後
心
中
事
。
二
尊
練
縣
文
竹
器
、
願
君
㎝
見
深
弔
意
。
繭
玉
長
雨
練
萬
繋
、

思
涙
。
物
會
見
郎
人
永
棄
、
心
馳
魂
去
神
千
里
。

せ
き
そ
ち
ょ
う
ち
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
け
い

尺
素
重
重
　
錦
字
を
封
ず
る
も
、
未
だ
尽
く
さ
ず
　
幽
閨
の
、

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
下
）

別
後
の
心
中
の
事
を
。
堀
玉
　
綜
糸

竹
上
重
言
、
総
是
相

文
竹
の
器
、

　
　
一
〇
三

願
は
く
は
　
君



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い

一
見
し
て
深
く
意
を
知
ら
ん
こ
と
を
。
環
玉
は
長
円
に
　
糸
は
万
繋
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
し
ん

人
は
永
く
棄
て
ら
る
、
心
は
馳
せ
魂
は
去
き
て
　
神
千
里
な
ら
ん
。

　
　
　
ら
ん
は
ん
　
　
　
す
べ

竹
上
の
欄
斑
は
、
総
て
肥
れ
相
思
の
涙
。

〇
四

　
か
な
ら
　
　
　
　
　
　
あ

物
は
会
ず
郎
に
見
ふ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
　
　
　
し
た
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
や

　
【
通
釈
】
（
鴬
鴬
は
）
手
紙
に
縷
々
と
認
め
て
美
し
き
恋
の
封
書
と
し
た
も
の
の
、
奥
深
い
閨
の
中
で
、
（
自
分
が
）
別
後
に
思
っ
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
だ
ま
　
　
　
　
　
　
　
ま
だ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
わ

ど
も
を
な
お
全
て
言
い
尽
く
せ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
（
そ
こ
で
）
侃
び
玉
と
色
糸
、
斑
模
様
の
竹
の
器
を
と
も
に
贈
り
、
張
生
が
（
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
く

れ
ら
を
）
一
目
見
て
、
（
鴬
鴬
の
）
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
の
だ
。
ま
る
い
玉
に
は
永
遠
の
恋
の
団
円

の
願
い
を
込
め
、
愛
の
思
い
は
糸
の
よ
う
に
万
事
に
あ
な
た
を
離
れ
な
い
。
竹
に
置
き
た
る
斑
点
は
、
全
て
あ
な
た
を
慕
っ
て
泣
い
た
、

　
　
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
わ

涙
の
痕
に
他
な
ら
ぬ
。
こ
れ
ら
の
物
は
必
ず
や
あ
な
た
様
と
会
え
る
の
に
、
私
は
永
久
に
棄
て
ら
れ
よ
う
と
は
。
（
我
が
）
心
上
澄
は
（
強

い
恋
慕
に
あ
こ
が
れ
出
で
て
）
あ
な
た
の
元
へ
と
千
里
を
越
え
て
馳
せ
行
く
で
し
ょ
う
。

　
【
語
釈
】

〔
尺
素
〕
…
て
が
み
。
書
信
。
「
素
」
は
、
絹
。
昔
、
手
紙
は
絹
に
書
い
た
の
で
い
う
。

〔
重
重
〕
…
幾
重
に
も
か
さ
な
る
さ
ま
。
濃
密
に
縷
々
思
い
を
綴
る
さ
ま
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ユ
つ
と
も
つ

〔
錦
字
〕
…
妻
が
夫
を
慕
っ
て
お
く
る
手
紙
。
こ
こ
は
、
重
藤
が
都
の
張
替
に
あ
て
た
長
文
の
手
紙
を
指
す
。
出
典
は
、
前
秦
・
窩
酒
の

　
　
妻
蘇
氏
が
廻
文
詩
を
錦
に
織
り
込
ん
で
夫
に
贈
っ
た
故
事
。
『
晋
書
』
巻
九
六
・
列
女
伝
に
「
實
酒
の
評
論
氏
…
…
善
く
文
を
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
す
。
酒
、
符
堅
の
時
呂
州
刺
史
と
為
り
、
流
沙
に
徒
さ
る
。
蘇
氏
之
を
思
ひ
、
織
錦
も
て
　
文
斜
里
の
詩
を
為
り
以
て
溜
に
贈
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
わ
ん

　
　
宛
転
と
し
て
循
環
し
て
以
て
之
を
読
め
ば
、
詞
甚
だ
棲
椀
、
凡
そ
八
百
四
十
字
」
と
。

〔
幽
閨
〕
…
奥
深
い
ね
や
。
多
く
婦
女
の
寝
室
を
い
う
。



〔
颯
玉
〕
…
帯
に
か
け
て
飾
り
と
す
る
玉
。
帯
び
玉
。
『
鴬
単
二
』
に
「
玉
環
一
枚
、
是
れ
児
嬰
の
年
よ
り
弄
せ
し
所
、
寄
せ
て
君
子
下

　
　
　
　
お

　
　
体
の
似
ぶ
る
所
に
充
つ
」
と
。

〔
練
糸
文
竹
器
〕
…
「
練
糸
」
は
、
色
の
つ
い
た
糸
。
「
文
竹
」
は
、
斑
竹
。
ま
だ
ら
模
様
の
竹
。
『
鴬
享
楽
』
に
「
兼
ね
て
乱
糸
一
白
、

　
　
　
　
　
　
て
ん

　
　
文
竹
の
茶
罎
子
］
枚
、
此
の
数
物
は
珍
と
せ
ら
る
る
に
足
ら
ず
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
う

〔
環
玉
長
円
〕
…
『
電
信
伝
』
に
「
玉
は
其
の
堅
潤
に
し
て
楡
ら
ざ
る
に
取
り
、
環
は
其
の
終
始
絶
え
ざ
る
に
取
る
。
…
…
意
者
に
玉
の

　
　
如
き
の
真
あ
り
、
弊
志
環
の
如
く
解
け
ざ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と

〔
糸
萬
繋
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
愁
緒
糸
に
榮
ふ
」
と
。

〔
竹
上
燗
斑
、
総
是
相
思
涙
〕
…
「
燗
斑
」
は
、
あ
や
模
様
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
さ
ま
。
「
相
思
涙
」
は
、
恋
人
を
慕
っ
て
な
が
す
涙
。

　
　
　
　
む
す
め

　
　
尭
の
女
、
舜
の
妃
の
倉
皇
・
女
英
が
舜
の
崩
御
を
聞
い
て
流
し
た
涙
が
竹
に
そ
そ
ぎ
斑
紋
を
な
し
た
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
晋
・
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る

　
　
華
『
博
物
誌
』
巻
八
・
史
補
に
「
尭
の
二
女
、
舜
の
王
妃
を
湘
夫
人
と
日
ふ
。
舜
崩
じ
、
二
妃
喘
き
て
、
涕
を
以
て
竹
に
揮
へ

　
　
ば
、
竹
尽
く
座
す
」
と
。
『
全
唐
詩
』
巻
六
二
、
皮
日
休
の
「
石
榴
歌
」
に
「
玉
書
の
野
壺
　
露
を
含
み
て
湿
ひ
、
欄
斑
帯
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
だ

　
　
る
に
似
た
り
　
湘
蛾
の
泣
」
と
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
涙
痕
竹
に
在
り
」
と
。

〔
物
会
見
郎
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
物
に
因
っ
て
情
を
達
し
、
永
く
以
て
好
と
為
さ
ん
の
み
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
　
　
　
　
　
　
と
お

〔
人
永
棄
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
心
は
遍
く
身
は
遽
し
、
拝
会
期
無
か
ら
ん
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い

〔
神
千
里
〕
…
遠
く
離
れ
て
い
て
も
心
は
通
じ
合
う
こ
と
。
唐
・
孟
桑
『
本
玉
詩
』
微
量
に
引
く
元
棋
と
白
居
易
の
逸
話
が
有
名
。
「
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
ご
く

　
　
相
公
積
　
御
史
と
為
り
て
梓
滝
（
四
川
省
）
に
鞠
獄
（
罪
を
裁
く
こ
と
）
す
。
時
に
白
尚
書
（
居
易
）
京
に
在
り
、
名
門
と
慈
恩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た

　
　
　
（
寺
）
に
遊
び
、
花
下
に
小
酌
し
、
詩
を
為
り
て
元
に
寄
せ
て
曰
く
…
…
。
時
に
元
果
し
て
褒
城
に
及
び
、
亦
た
夢
遊
の
詩
を
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
せ
て
曰
く
…
…
。
千
里
神
交
す
る
こ
と
、
合
に
符
契
（
わ
り
ふ
）
の
若
し
、
友
朋
の
道
、
至
る
を
期
せ
ざ
ら
ん
欺
」
と
。

　
「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



〇
六

【
⑪
】
（
『
鴬
鴬
伝
』
の
「
張
之
友
聞
之
」
か
ら
「
憐
取
眼
前
人
」
ま
で
）

　
夢
魔
高
唐
雲
雨
散
。
十
二
巫
峯
、
茸
雲
相
思
眼
。
不
爲
労
人
藤
蔓
瀬
、

無
便
。
奮
恨
新
愁
無
計
遣
、
情
深
何
似
情
倶
淺
。

奉
勢
歌
伴
、
直
和
前
灯
。

爲
酉
市
惇
蓋
僻
見
。
青
翼
不
來
手
工
怨
。
働
事
桃
源
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
う
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
う

　
夢
は
高
唐
に
覚
め
て
雲
雨
散
じ
、
十
二
巫
峯
、
隔
断
す
　
相
思
の
眼
。
労
人
の
為
に
歩
を
移
す
に
獺
き
に
あ
ら
ず
、

　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ほ
う

て
郎
に
見
ふ
を
差
づ
。
青
帽
来
ら
ず
し
て
孤
鳳
怨
む
。
路
は
桃
源
に
失
は
れ
て
、
再
会
　
終
に
便
な
し
。
旧
恨
新
愁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

情
深
く
し
て
何
ぞ
似
る
　
情
の
倶
に
浅
き
に
。

再
會
終

郎
が
為
に
恩
賞
し

は
ら遣

す
に
計
無
し
、

　
【
通
釈
】
あ
の
高
唐
で
の
夢
が
覚
め
雲
雨
の
契
り
も
散
じ
消
え
た
か
の
よ
う
に
二
人
の
恋
も
絶
え
果
て
て
、
（
鴬
鴬
は
今
や
他
に
嫁
ぎ
、

あ
の
神
女
が
帰
っ
た
）
巫
山
の
十
二
峰
の
よ
う
に
遥
か
な
存
在
、
彼
女
を
想
っ
て
涙
を
流
し
て
も
隔
て
る
距
離
は
あ
ま
り
に
遠
い
。
（
張

生
が
再
会
を
望
ん
で
も
返
書
に
は
）
「
連
れ
合
い
を
気
に
し
て
（
あ
な
た
の
前
に
）
歩
ん
で
行
け
ぬ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
を
想

う
あ
ま
り
に
や
つ
れ
た
こ
の
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
の
で
す
」
と
。
（
こ
う
し
て
、
再
会
の
）
吉
報
を
は
こ
ぶ
青
い
鳥
は
飛

ん
で
来
て
は
く
れ
ず
、
孤
独
な
鳳
鳥
（
1
1
殺
生
）
は
（
下
下
を
）
怨
む
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。
（
仙
女
〔
鴬
鴬
〕
の
住
ま
う
）
桃
源
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ

続
く
恋
の
路
は
失
わ
れ
、
再
会
を
は
た
す
方
法
は
全
く
消
え
果
て
た
。
旧
い
恨
み
と
新
し
い
愁
い
、
（
こ
れ
ら
を
）
晴
ら
す
術
も
な
い
。
（
二

人
の
）
恋
情
は
深
い
も
の
な
の
に
、
ど
う
し
て
共
に
薄
情
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
【
語
釈
】

〔
夢
覚
高
唐
雲
雨
散
〕

…
昔
、
楚
の
尊
王
が
昼
寝
の
夢
の
中
で
巫
山
の
聖
女
と
契
っ
た
故
事
（
『
文
選
』
巻
一
九
、
．
宋
玉
「
高
音
の
賦
」



　
　
序
）
を
ふ
ま
え
る
。
【
⑦
】
の
【
語
釈
】
を
参
照
。

〔
十
二
巫
峯
、
隔
意
相
思
眼
〕
…
「
十
二
巫
峯
」
は
、
四
川
省
に
あ
る
巫
山
の
十
二
峰
。
楚
の
懐
子
と
の
夢
の
契
り
の
後
、
巫
山
の
白
女

　
　
が
帰
っ
て
い
っ
た
場
所
。
こ
こ
で
は
下
の
句
と
呼
応
し
て
、
恋
人
で
あ
っ
た
崔
氏
が
他
人
へ
嫁
ぎ
、
遥
か
に
遠
い
存
在
と
な
っ
て

　
　
し
ま
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。

〔
不
為
労
人
移
歩
瀬
、
為
郎
憔
国
儀
郎
見
〕
…
「
労
人
」
は
、
か
た
わ
ら
の
人
。
こ
こ
で
は
、
崔
氏
の
夫
と
な
っ
た
男
性
を
指
す
。
「
憔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
悸
」
は
、
や
せ
衰
え
る
。
こ
の
二
句
は
、
『
鴬
鴬
伝
』
で
崔
氏
が
詠
じ
た
詩
句
「
髪
人
の
為
に
差
ぢ
て
起
た
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え

　
　
の
為
に
憔
叙
し
て
却
っ
て
郎
を
差
づ
（
敵
塁
労
人
差
不
起
、
爲
土
塁
悸
却
差
郎
）
」
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
た
表
現
。

〔
青
翼
〕
…
「
青
鷺
」
に
同
じ
。
青
鳥
の
こ
と
。
西
王
母
の
た
め
に
食
を
取
っ
た
と
い
う
三
本
足
の
烏
。
便
り
を
も
た
ら
す
使
者
を
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
く

　
　
　
【
③
】
の
【
語
釈
】
を
参
照
。
ま
た
【
④
】
に
「
青
鶯
蕎
然
と
し
て
来
り
て
喜
び
を
報
ず
」
と
。
こ
こ
で
は
特
に
「
吉
報
を
も
た

　
　
ら
す
使
者
」
の
意
。

〔
孤
鳳
怨
〕
…
「
重
池
」
は
、
「
風
」
（
崔
氏
）
と
別
離
し
た
「
鳳
」
（
早
生
）
の
意
。
「
鳳
風
」
は
、
古
代
中
国
で
尊
ば
れ
た
想
像
上
の
瑞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
鳥
。
「
鳳
」
が
、
雄
、
「
風
」
が
、
雌
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
夫
之
に
語
ぐ
れ
ど
も
、
崔
終
に
出
つ
る
こ
と
を
為
さ
ず
。
張
の
怨
念
の

　
　
誠
、
顔
色
に
動
く
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
も
つ

〔
路
失
桃
源
〕
…
「
桃
源
路
」
は
、
美
女
の
す
む
仙
境
へ
と
通
じ
る
路
。
後
漢
の
営
農
・
男
茎
が
天
台
山
で
薬
を
採
っ
て
路
に
迷
い
、

　
　
や
が
て
桃
源
洞
に
入
っ
て
二
人
の
仙
女
と
遇
っ
た
故
事
（
南
朝
宋
・
十
三
慶
『
幽
冥
録
』
）
に
拠
る
。
こ
こ
は
、
崔
氏
と
再
会
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
す
な
わ

　
　
る
方
途
が
絶
た
れ
た
こ
と
を
い
う
。
【
⑤
】
に
「
紅
蓮
摘
を
圧
し
て
花
密
な
る
処
、
花
陰
は
便
ち
法
れ
桃
源
の
路
な
り
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

〔
再
会
終
無
便
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
罷
れ
自
り
絶
え
て
復
た
知
ら
ず
」
と
。
「
青
鷺
不
来
孤
鳳
怨
、
路
失
桃
源
、
再
会
終
無
便
」
の
箇

　
　
所
は
、
先
の
【
④
】
【
⑤
】
と
呼
応
し
て
、
全
体
を
ま
と
め
収
束
さ
せ
る
表
現
。

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
下
）

「
〇
七



○
八

〔
旧
恨
新
芋
〕

　
　
旧
恨

…
昔
や
今
に
対
す
る
う
ら
み
や
う
れ
い
。
極
め
て
深
い
う
ら
み
や
う
れ
い
を
い
う
。

　
い
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う

真
に
奈
と
も
す
る
無
く
、
須
ら
く
室
家
の
甕
底
に
就
き
て
眠
る
べ
し
」
と
。

唐
・
韓
催
の
「
三
月
目
詩
に
「
新
愁

【
散
文
】

　
適
齢
子
日
「
終
天
謂
微
之
能
道
人
意
中
出
。
」
回
心
是
益
知
曇
天
之
言
爲
異
香
。
何
者
。
差
寄
之
才
華
艶
美
、
詞
彩
艶
麗
、
則
於
所
載

斬
髪
詩
章
書
之
　
。
如
意
都
田
淫
冶
之
態
、
則
不
可
得
而
見
。
及
観
其
文
、
瓢
瓢
然
彷
彿
出
於
人
目
前
、
錐
丹
青
墓
篤
其
形
状
、
未
知
能

如
是
工
且
至
否
。
僕
有
瀬
振
其
意
、
撰
成
鼓
子
詞
十
章
、
業
余
友
河
東
白
先
生
。
先
生
日
「
文
則
美
　
、
意
猶
有
不
肥
豆
、
胡
不
意
爲
一

章
於
其
後
、
具
道
張
之
與
崔
既
不
能
以
理
糞
桶
情
、
又
不
能
合
之
於
義
。
血
相
遇
也
、
如
是
之
篤
、
終
相
失
也
、
如
是
之
遽
。
普
及
於
此

畑
野
　
。
」
余
土
之
日
「
先
生
眞
爲
文
者
也
。
言
必
欲
有
終
始
、
箴
戒
厳
後
継
。
大
抵
鄙
靡
之
詞
、
舞
歌
其
事
之
可
歌
、
不
必
如
是
之
備
。

若
夫
聚
散
離
合
、
亦
人
之
常
情
、
古
今
所
属
惜
也
。
又
況
崔
之
寝
相
得
而
終
憎
相
失
、
山
岨
得
已
哉
。
如
崔
已
受
壷
、
而
張
論
計
勲
章
見
、

崔
知
張
趣
意
、
而
潜
賦
詩
以
謝
之
、
其
情
蓋
軽
石
能
忘
者
　
。
樂
天
日
『
天
長
地
久
有
直
垂
、
此
恨
綿
綿
無
蓋
期
。
』
量
猫
在
彼
里
桜
。
」

予
因
命
此
意
、
復
成
一
曲
、
綴
於
傳
末
云
。

し
ょ
う
よ
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
し
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
た

　
迫
遥
子
曰
く
「
楽
天
謂
ふ
、
微
之
は
能
く
人
の
意
中
の
語
を
道
ふ
、
と
」
と
。
僕
是
に
於
い
て
益
す
楽
天
の
言
の
当
為
る
を
知
る
な

　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ

り
。
何
ぞ
や
。
為
れ
崔
の
才
華
娩
美
に
し
て
、
前
面
艶
麗
な
る
こ
と
、
則
ち
廃
す
る
所
の
絨
書
・
詩
章
に
之
を
尽
く
せ
り
。
都
て
淫
冶
を

た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
ふ
つ

愉
し
む
の
態
に
如
其
り
て
は
、
則
ち
得
て
見
る
べ
か
ら
ず
。
其
の
文
を
観
る
に
及
べ
ば
、
瓢
富
貴
と
し
て
人
の
目
前
に
出
つ
る
に
彷
彿

　
　
　
　
た
ん
せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
っ

と
し
て
、
丹
青
も
て
其
の
形
状
を
模
写
す
る
と
難
も
、
未
だ
能
く
是
く
の
如
く
工
み
に
し
て
且
つ
至
れ
る
や
否
や
を
知
ら
ず
。
僕
嘗
て
其

　
　
　
　
せ
き
　
　
　
　
　
こ
　
し
　
し

の
意
を
採
捷
し
、
鼓
子
詞
十
章
を
撰
成
し
、
余
が
友
河
東
の
白
先
生
に
示
す
。
先
生
曰
く
「
文
は
則
ち
美
な
り
、
意
は
猶
ほ
尽
く
さ
ざ
る



　
　
　
　
な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
つ
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

者
有
り
。
胡
ぞ
復
た
一
章
を
其
の
後
に
為
り
て
、
具
さ
に
張
と
崔
と
、
既
に
理
を
以
て
其
の
情
を
定
む
る
能
は
ず
、
又
た
之
を
義
に
合
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ

る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
始
め
相
ひ
遇
ふ
や
、
是
く
の
如
く
篤
き
も
、
終
り
に
相
ひ
失
ふ
や
、
是
く
の
如
く
遽
か
な
る
を
道
は
ざ
る
。
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
か
い
　
　
　
　
　
や

此
に
及
べ
ば
、
則
ち
適
し
」
と
。
余
之
に
応
へ
て
曰
く
「
先
生
は
真
に
文
を
為
る
者
な
り
。
言
に
は
必
ず
終
始
有
り
、
箴
任
し
て
後
面
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
れ

ん
と
欲
せ
り
。
大
抵
鄙
靡
の
詞
、
其
の
事
の
歌
ふ
べ
き
を
歌
ふ
に
止
ま
り
、
必
ず
し
も
是
く
の
如
く
備
は
ら
ず
。
若
夫
聚
散
離
合
は
、
亦

た
人
の
常
情
、
古
今
の
共
に
惜
し
む
所
な
り
。
又
た
況
ん
や
崔
の
始
め
相
ひ
得
て
終
り
に
相
ひ
失
ふ
に
至
る
は
、
山
鳥
に
已
む
を
得
ん
や
。

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
そ

崔
已
に
他
に
適
き
、
而
る
に
張
反
当
も
て
以
て
見
ふ
を
求
め
、
崔
は
張
の
意
を
知
り
て
、
潜
か
に
詩
を
賦
し
て
以
て
之
を
謝
す
る
が
如
き

　
　
　
　
　
　
け
だ

は
、
其
の
情
蓋
し
未
だ
忘
る
る
能
は
ざ
る
者
有
り
。
楽
天
塞
く
『
天
長
く
地
久
し
き
も
時
有
り
て
尽
く
、
此
の
恨
み
綿
綿
と
し
て
尽
く

　
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ

る
期
無
し
』
と
。
山
豆
に
独
り
彼
の
者
に
在
る
の
み
な
ら
ん
や
」
と
。
予
因
て
此
の
意
を
命
と
し
て
、
復
た
一
曲
を
成
し
、
伝
末
に
綴
り
て

云
う
。

　
【
通
釈
】
迫
遥
子
に
よ
れ
ば
、
「
楽
天
（
白
居
易
）
は
『
微
之
（
元
棋
）
は
人
が
心
の
中
で
思
っ
て
い
る
言
葉
を
言
う
の
が
う
ま
い
』

と
い
っ
て
い
る
」
と
。
私
（
趙
令
時
）
は
今
に
な
っ
て
ま
す
ま
す
白
楽
天
の
言
葉
が
当
た
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
崔
宝
典
が
、
や
さ
し
い
美
し
さ
を
そ
な
え
た
才
女
で
、
艶
麗
な
詩
文
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ
　
　
　
　
　
な

（
『ｧ
鴬
伝
』
に
）
載
せ
ら
れ
て
い
る
手
紙
や
詩
を
み
れ
ば
全
て
明
ら
か
で
あ
る
。
（
そ
こ
に
）
淫
ら
で
押
れ
押
れ
し
い
こ
と
を
愉
し
む
よ

う
な
そ
ぶ
り
な
ど
は
、
全
く
見
つ
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
鴬
鴬
伝
』
の
文
章
を
読
ん
で
み
る
と
、
（
ま
る
で
鴬
鴬
が
）
ふ
わ
ふ
わ
と

さ
な
が
ら
目
の
前
に
現
れ
出
て
き
た
よ
う
で
、
絵
の
具
を
使
っ
て
そ
の
様
子
を
ま
ね
て
描
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
（
『
鴬
自
伝
』
の
文
章

ほ
ど
）
巧
み
で
且
つ
迫
真
の
歪
面
像
が
で
き
あ
が
る
か
疑
わ
し
い
ほ
ど
だ
。
私
は
以
前
『
鴬
七
島
』
の
主
意
を
ひ
ろ
い
取
っ
て
、
十
章
の

鼓
子
詞
と
し
て
書
き
直
し
、
我
が
友
・
河
東
の
白
先
生
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
こ
う
言
わ
れ
た
。
「
表
現
は
、
ま
あ
美
し
い
。
が
、

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
下
）

〇
九



一
〇

内
容
は
ま
だ
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
な
。
も
う
↓
章
を
こ
の
後
ろ
に
付
け
加
え
て
、
自
生
と
崔
鴬
鴬
が
正
し
い
や
り
方
（
理
）
で
結
婚
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
道
理
に
か
な
っ
た
恋
愛
が
で
き
な
か
っ
た
た
た
め
に
、
は
じ
め
に
出
会
っ
た
時
に
は
、
あ
の
よ
う
に
熱
心
な

真
心
が
あ
っ
た
の
に
、
最
後
、
別
れ
る
際
に
は
、
あ
の
よ
う
に
唐
突
（
な
別
れ
）
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
、
詳
し
く

述
べ
た
ら
い
い
で
は
な
い
か
。
必
ず
こ
の
点
に
言
及
し
て
こ
そ
、
完
全
な
も
の
に
な
る
ね
」
と
。
私
は
こ
れ
に
答
え
て
言
っ
た
。
「
先
生

は
真
の
文
章
家
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
言
葉
に
は
首
尾
一
貫
性
が
必
要
で
あ
り
、
（
文
章
は
）
戒
め
を
示
し
た
後
で
終
わ
る
べ
き
だ
と
望
ん

で
お
ら
れ
る
の
だ
。
大
抵
、
低
俗
な
卑
し
い
歌
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
出
来
事
の
歌
っ
て
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
だ
け
を
歌
う
に
と
ど
ま
っ

て
、
必
ず
し
も
先
生
の
お
言
葉
の
よ
う
に
完
備
さ
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
「
出
会
い
と
別
れ
」
は
、
人
間
の
一
般
的
な
情
理
で

あ
っ
て
、
古
今
を
通
じ
て
皆
が
惜
し
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
ま
し
て
や
崔
鴬
鴬
が
、
初
め
は
張
生
の
愛
を
手
に
入
れ
て
い
た
の
に
、
最
後

に
は
そ
の
愛
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
（
こ
れ
も
ま
た
そ
の
一
例
な
の
だ
か
ら
）
ど
う
し
て
回
避
す
る
こ
と
な
ど
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

崔
鴬
鴬
が
す
で
に
他
人
に
嫁
い
だ
後
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
張
生
は
策
略
を
用
い
て
会
う
こ
と
を
求
め
、
鴬
鴬
の
ほ
う
も
張
生
の
気
持

ち
を
悟
っ
て
、
こ
っ
そ
り
と
詩
を
書
い
て
面
会
を
謝
絶
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
二
人
と
も
そ
の
恋
情
を
未
だ
に
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
白
楽
天
が
（
「
長
恨
歌
」
で
）
「
天
長
く
地
久
し
き
も
時
有
り
て
尽
く
、
此
の
恨
み
（
1
1
死
別

し
た
縦
結
妃
へ
の
恋
情
）
綿
綿
と
し
て
尽
く
る
期
無
し
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
（
別
れ
た
後
も
恋
情
を
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
）
ど
う

し
て
ひ
と
り
張
生
（
と
鴬
鴬
）
の
場
合
だ
け
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
。
そ
こ
で
私
は
そ
の
点
を
・
心
意
と
し
て
、
さ
ら
に
一
曲
を
作
り
、

伝
の
末
尾
に
書
き
綴
っ
て
（
次
の
よ
う
に
）
述
べ
て
み
た
。

　
【
語
釈
】

〔
迫
遥
子
〕
…
未
詳
。
『
宋
人
伝
記
資
料
索
引
』

（
台
湾
・
鼎
文
書
局
）
等
に
よ
れ
ば
、
「
迫
撃
○
」
の
号
を
持
つ
人
物
と
し
て
は
、
五
代



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
へ
っ

　
　
の
僧
・
無
作
の
ほ
か
、
面
心
の
播
閲
・
張
直
・
李
椿
年
な
ど
が
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
こ
の
う
ち
群
婚
に
は
『
迫
遥
集
』
（
『
四

　
　
庫
全
書
』
集
部
別
集
類
・
『
知
不
足
斎
叢
書
』
所
収
）
の
著
が
あ
る
。
ま
た
、
『
宋
史
』
巻
二
〇
五
・
前
文
志
四
に
「
迫
遥
子
『
内

　
　
潮
通
玄
訣
』
三
巻
」
、
同
巻
二
〇
六
・
藝
文
志
賀
に
「
迫
遥
子
『
鮮
鴉
経
』
三
巻
」
と
あ
り
、
後
者
に
は
「
姓
名
を
知
ら
ず
（
不

　
　
知
姓
名
）
」
と
注
記
す
る
。

〔
楽
天
謂
微
之
能
道
人
意
壮
語
〕
…
こ
れ
に
相
当
す
る
言
葉
は
、
前
掲
し
た
溢
閲
の
『
迫
遙
集
』
及
び
現
存
の
『
白
露
文
集
』
中
に
は
見

　
　
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
白
詩
中
の
関
連
表
現
と
し
て
は
「
和
答
詩
十
首
」
序
の
「
（
元
・
白
ふ
た
り
の
詩
文
は
）
共
に
其
の
意
の

　
　
は
な
は

　
　
太
だ
切
に
し
て
理
の
太
だ
周
な
る
を
患
ふ
」
等
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
が
、
出
典
と
は
見
な
し
が
た
い
。
但
し
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
の

　
　
文
人
・
張
戒
（
？
1
＝
六
〇
？
）
の
『
歳
寒
天
詩
話
』
に
は
、
類
似
の
表
現
が
頻
出
す
る
。
例
え
ば
、
上
巻
第
一
条
（
引
用
は
、

　
　
陳
応
鶯
『
悪
寒
堂
詩
話
校
箋
』
〔
二
〇
〇
〇
年
・
巴
廻
書
社
〕
に
拠
る
）
に
「
元
・
白
・
張
籍
・
直
言
の
楽
府
は
、
専
ら
人
の
心

　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
中
の
事
を
道
ひ
得
た
る
を
以
て
工
み
と
為
す
（
元
白
・
張
籍
・
王
胤
楽
府
、
専
下
道
得
人
心
中
事
為
工
）
」
と
。
ま
た
、
第
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
条
に
は
「
元
微
之
云
う
、
人
の
心
中
の
事
を
道
ひ
得
、
と
。
此
れ
固
よ
り
白
楽
天
の
長
命
な
り
。
然
る
に
情
意
は
太
だ
詳
な
る
に

　
　
失
し
、
景
物
は
太
だ
露
な
る
に
失
す
」
と
あ
り
、
こ
の
箇
所
に
付
さ
れ
た
如
意
三
五
の
注
に
は
、
参
考
と
し
て
「
蝶
恋
花
詞
」
の

　
　
該
句
も
引
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
評
語
（
上
巻
第
六
・
一
八
・
二
三
条
に
も
見
え
る
）
は
、
元
・
白
の
詩
が
饒
舌
に
過

　
　
ぎ
て
、
浅
薄
な
詩
風
に
堕
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
た
も
の
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
川
合
康
三
「
「
蕃
俗
」
の
検
討
」
『
白
居
易

　
　
研
究
講
座
5
』
〔
勉
誠
社
・
一
九
九
四
年
〕
・
『
終
南
山
の
変
容
』
〔
研
文
出
版
・
一
九
九
九
年
〕
参
照
）
で
あ
っ
て
、
該
句
の
主
旨

　
　
と
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
張
戒
は
、
宣
和
六
年
目
一
一
二
四
）
の
進
士
で
あ
り
、
そ
の
時
趙
令
時
（
一
〇
五
一
－
一
一
三
四
）

　
　
は
ま
だ
在
世
し
て
い
た
か
ら
、
元
・
白
詩
の
特
徴
が
「
能
く
人
の
意
中
の
語
を
道
ふ
」
点
に
あ
る
と
の
認
識
は
、
「
迫
遥
子
」
の

　
　
創
始
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
、
こ
の
当
時
、
あ
る
程
度
一
般
化
し
て
い
た
も
の
と
思
し
い
。

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
下
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
㎝

〔
但
書
詩
章
〕
…
「
信
書
」
は
、
封
を
し
た
手
紙
。
封
書
。
『
鴬
鴬
遷
』
の
後
半
で
、
崔
氏
が
都
の
張
生
に
宛
て
た
長
文
の
手
紙
を
指
す
。

　
　
　
「
詩
章
」
は
、
崔
氏
が
書
い
た
詩
篇
。
「
明
月
三
五
夜
」
の
詩
、
及
び
離
別
後
の
再
会
を
謝
絶
し
た
二
首
の
詩
が
あ
る
が
、
こ
こ

　
　
で
は
主
に
後
者
を
指
す
か
。

〔
淫
冶
〕
…
み
だ
ら
で
な
ま
め
か
し
い
。
淫
蕩
。

〔
瓢
瓢
然
〕
…
「
風
に
吹
か
れ
て
、
ふ
わ
ふ
わ
と
さ
ま
よ
う
か
の
よ
う
に
」
の
意
。

〔
彷
彿
〕
…
よ
く
似
て
い
る
こ
と
。

〔
丹
青
〕
…
赤
い
色
と
青
い
色
。
転
じ
て
、
絵
画
を
い
う
。

〔
基
写
〕
…
ま
ね
て
う
つ
す
。
模
写
。

〔
鼓
子
詞
十
章
〕
…
「
鹿
子
詞
」
は
、
宋
代
説
唱
文
学
の
一
種
。
鼓
に
よ
る
演
奏
を
伴
っ
た
の
で
い
う
。
工
作
の
ほ
か
に
、
北
宋
の
欧
陽

　
　
脩
が
西
湖
の
景
物
を
詠
じ
た
『
採
桑
子
』
（
全
十
三
章
）
が
代
表
作
と
し
て
し
ら
れ
る
。
「
十
章
」
は
、
【
②
】
か
ら
【
⑪
】
ま
で

　
　
を
指
す
。
『
知
不
足
斎
叢
書
』
『
叢
書
集
成
初
編
』
『
筆
記
小
説
大
観
』
『
全
面
詞
』
な
ど
の
諸
本
は
「
十
章
」
を
「
十
一
章
」
に
作

　
　
る
が
、
次
に
挙
げ
た
【
序
文
】
に
鑑
み
て
、
孔
凡
礼
氏
の
校
勘
に
し
た
が
う
。
【
序
文
】
に
い
う
「
今
暇
日
に
、
詳
し
く
其
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

　
　
を
観
、
其
の
煩
褻
を
略
し
、
之
を
分
か
ち
て
十
章
と
為
す
。
毎
章
の
下
、
之
を
属
る
に
詞
を
以
て
す
。
或
は
全
て
其
の
文
を
捷
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
つ
く

　
　
或
は
其
の
意
を
取
る
に
止
ま
る
。
診
た
別
に
一
曲
を
為
り
、
之
を
伝
の
前
に
涌
す
る
は
、
先
、
つ
前
篇
の
義
を
叙
す
る
な
り
」
と
。

　
　
　
【
①
】
は
、
「
先
生
」
に
「
十
章
」
を
見
せ
た
後
で
追
補
さ
れ
た
も
の
と
思
し
い
。

〔
河
東
白
先
生
〕
…
未
詳
。
「
河
東
」
は
、
黄
河
の
東
。
ほ
ぼ
今
の
山
西
省
一
帯
を
い
う
。
諸
本
の
多
く
は
「
畦
塗
白
先
生
」
に
作
る
が
、

　
　
泊
明
等
量
の
校
勘
に
し
た
が
う
。
何
れ
に
せ
よ
、
『
寝
首
伝
記
資
料
索
引
』
な
ど
に
よ
っ
て
も
該
当
す
る
人
物
は
不
明
。

〔
無
情
〕
…
美
し
い
宝
飾
品
を
贈
っ
て
結
婚
の
あ
か
し
と
す
る
こ
と
。
転
じ
て
、
結
婚
し
て
夫
婦
と
な
る
こ
と
。
高
倉
の
「
長
恨
歌
伝
」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
さ
い
　
　
で
ん
こ
う

　
　
に
「
定
情
の
夕
べ
、
金
叙
・
鍋
合
を
授
け
て
以
て
之
を
固
く
す
」
と
。

〔
箴
戒
〕
…
い
ま
し
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

〔
鄙
靡
之
詞
〕
…
卑
俗
で
柔
弱
な
歌
。
下
品
で
卑
狼
な
歌
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
是
を
用
て
鄙
靡
の
詞
、
以
て
其
の
必
ず
至
ら
ん
こ
と
を
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
め
た
り
。
非
礼
の
動
、
能
く
心
に
魏
ぢ
ざ
ら
ん
や
」
と
。

〔
若
夫
〕
…
発
話
の
語
。
文
章
や
段
落
の
始
め
に
用
い
て
、
新
し
い
話
題
を
提
示
す
る
。
そ
れ
。
そ
れ
に
。
そ
も
そ
も
。

〔
畳
得
已
哉
〕
…
反
語
。
ど
う
し
て
や
め
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
（
い
や
、
で
き
な
い
）
、
の
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
こ

〔
誰
計
〕
…
い
つ
わ
り
の
計
略
。
人
を
だ
ま
す
は
か
り
ご
と
。
『
扇
蟹
伝
』
の
末
尾
で
、
豊
丘
が
「
外
兄
」
と
い
つ
わ
っ
て
、
既
に
他
人

　
　
と
結
婚
し
て
い
た
崔
氏
と
再
会
し
よ
う
と
し
た
行
為
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
よ
そ

〔
其
魚
住
有
心
能
和
平
　
〕
…
関
連
の
表
現
と
し
て
、
『
鴬
鴬
伝
』
の
冒
頭
部
に
、
張
合
が
自
ら
を
紹
介
し
て
「
大
凡
物
の
直
な
る
者
は
、

　
　
未
だ
嘗
て
心
に
留
連
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
与
れ
其
の
情
を
忘
る
る
者
に
非
ざ
る
を
知
る
な
り
」
と
あ
る
。

〔
天
長
地
久
有
時
尽
、
此
恨
綿
綿
無
尽
期
〕
…
「
長
恨
歌
」
の
末
尾
の
二
句
。

〔
因
命
此
意
〕
…
「
命
意
」
は
、
工
夫
す
る
。
ま
た
、
作
品
の
主
意
を
い
う
。
こ
こ
は
「
こ
れ
が
作
品
の
主
意
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
」

　
　
の
意
と
解
す
る
。

【
⑫
】

　
爆
破
人
離
何
糞
問
。
路
隔
銀
河
、
歳
會
知
猶
近
。

愚
準
。
地
久
天
長
終
有
蓋
、
綿
綿
不
似
無
窮
恨
。

ロ
バ
道
中
三
値
痩
損
、
玉
容
不
二
重
傳
信
。
棄
二
面
漱
倶
未
忍
。
量
血
盟
言
、
陸
骨
無

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
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」
訳
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（
下
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三



四

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
鏡
破
れ
人
離
れ
て
何
れ
の
処
に
か
問
は
ん
。
路
は
銀
河
を
隔
て
て
、
歳
会
の
猶
ほ
近
き
を
知
る
。
只
だ
道
ふ
　
新
来
消
溢
し
て
損
ふ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
て
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
は
　
　
　
　
ひ
ょ
う
じ
ゅ
ん

玉
容
見
へ
ず
空
し
く
信
を
伝
ふ
。
前
歓
を
棄
妬
し
て
倶
に
未
だ
忍
び
ず
。
山
立
に
料
ら
ん
や
　
明
皿
盛
の
、
陸
頓
か
に
悪
馬
無
き
と
は
。
地

久
し
く
天
長
き
も
終
に
尽
く
る
こ
と
有
り
、
綿
綿
た
る
こ
と
似
ず
　
無
窮
の
恨
み
に
。

　
【
通
釈
】
鏡
が
割
れ
る
よ
う
に
恋
は
破
れ
二
人
は
離
別
し
て
も
う
会
え
る
場
所
も
な
い
。
二
人
を
隔
て
る
路
は
あ
た
か
も
銀
河
の
よ
う

（
に
遥
か
）
、
年
に
一
度
の
（
牽
牛
織
女
の
）
逢
瀬
も
（
二
人
の
距
離
に
比
べ
た
ら
）
な
お
近
い
も
の
ゆ
（
鴬
鴬
は
）
た
だ
「
こ
の
と
こ
ろ

（
あ
な
た
を
想
っ
て
）
や
せ
細
り
、
昔
の
面
影
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
ば
か
り
。
美
し
い
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
な
く
人
づ
て
に
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
げ
う
　
　
す

紙
を
寄
越
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
昔
の
逢
瀬
の
歓
び
を
郷
ち
棄
て
た
そ
の
後
も
、
二
人
は
と
も
に
恋
慕
の
情
を
禁
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
だ
。
ど
う
し
て
予
想
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
、
変
わ
ら
ぬ
愛
を
誓
っ
た
言
葉
が
、
こ
ん
な
に
も
突
然
は
か
な
い
も
の
に
な
ろ
う
と
は
。

か
の
永
遠
の
天
地
で
も
終
に
は
お
わ
り
が
来
る
と
い
う
、
い
つ
ま
で
も
尽
き
な
い
点
で
比
べ
た
ら
、
（
天
地
で
す
ら
も
）
無
限
に
続
く
恋

の
恨
み
に
は
及
ば
な
い
の
だ
。

　
【
語
釈
】

〔
鏡
破
〕
…
夫
婦
や
恋
人
が
離
別
す
る
こ
と
の
喩
え
。
『
太
平
御
覧
』
巻
末
一
七
に
引
く
漢
・
東
方
朔
『
神
異
経
』
に
「
昔
夫
婦
の
将
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

　
　
別
れ
ん
と
す
る
有
り
、
鏡
を
破
り
、
人
　
半
を
執
り
て
信
と
為
す
」
と
。

〔
銀
河
〕
…
天
の
川
の
こ
と
。
「
銀
漢
」
「
天
河
」
と
も
い
う
。

〔
歳
会
〕
…
一
年
に
一
度
会
う
こ
と
。
七
月
七
日
の
牽
牛
と
織
女
の
逢
瀬
を
い
う
。

〔
着
痩
損
〕
…
「
消
信
」
「
痩
損
」
は
と
も
に
、
や
せ
て
や
つ
れ
る
こ
と
。
、
『
鴬
鴬
伝
』
末
尾
の
黒
氏
の
詩
に
「
消
宿
し
て
よ
り
福
光
を
減



　
　
ず
」
と
。

〔
玉
容
〕
…
女
性
の
美
し
い
容
貌
。
耳
玉
。
「
長
恨
歌
」
に
仙
界
の
楊
貴
妃
を
形
容
し
て
「
玉
容
寂
輿
と
し
て
当
面
干
、
梨
花
一
枝
　
春

　
　
雨
を
帯
ぶ
」
と
。

〔
陸
頓
〕
…
に
は
か
に
。
俄
然
。
突
然
。

〔
馬
心
準
〕
…
確
か
な
拠
り
所
。

〔
地
久
天
長
終
有
尽
、
綿
綿
不
似
無
窮
恨
〕
…
「
長
恨
歌
」
の
末
尾
に
「
天
長
く
地
久
し
き
も
時
有
り
て
尽
く
、
此
の
恨
み
綿
綿
と
し
て

　
　
　
　
　
と
き

　
　
尽
く
る
期
無
し
（
天
長
地
久
有
三
三
、
此
恨
綿
綿
無
尽
期
）
」
と
。

（
付
記
）
本
稿
は
平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
B
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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